
JP 2020-536367 A5 2021.10.28

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)

【公表番号】特表2020-536367(P2020-536367A)
【公表日】令和2年12月10日(2020.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2020-050
【出願番号】特願2020-519784(P2020-519784)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/131    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  53/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/505    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/131    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/62     　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｇ   53/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月15日(2021.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）、
　　Li1+x(NiaCobMncMd)1-xO2                         (I)
（式中、
　ｘは０～０．０５の範囲であり、
　ａは０．１～０．３の範囲であり、
　ｂは０．５～０．８の範囲であり、
　ｃは０～０．１５の範囲であり、
　ｄは０から０．０５未満であり、
　ＭはＡｌ、Ｂ、Ｍｇ、Ｗ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｓｉ及びＺｒから選択され、
ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＝１で、ａ＞ｃで、０．０１≦ｃ＋ｄ≦０．１５である）
のリチウムイオン電池のための電極活物質であって、
　Ｃｏ及びＮｉが、それぞれの前記電極活物質の粒径にわたって均一に分布している、電
極活物質。
【請求項２】
　５～２０μｍの範囲の平均二次粒径（Ｄ５０）を有する、請求項１に記載の電極活物質
。
【請求項３】
　一般式（ＩＩ）
　　(Li1+x)y(NiaCobMncMd)1-xO2                         (II)
（式中、ｙは、ｙ・（１＋ｘ）が０．３５～１の範囲である条件を満たす）
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による部分的に脱リチウム化された材料の結晶学的単位セル体積が、それぞれの完全にリ
チウム化された材料の結晶学的単位セル体積よりも最大１％小さい、請求項１又は２に記
載の電極活物質。
【請求項４】
　集電器及び、
　（Ａ）少なくとも１種の請求項１から３のいずれか一項に記載の電極活物質、
　（Ｂ）導電状態の炭素、
　（Ｃ）バインダー、
　（Ｄ）任意に、固体電解質、
を含有する電極。
【請求項５】
　（Ａ）５０～１００質量％の請求項１から３のいずれか一項に記載の電極活物質、
　（Ｂ）０～５質量％の導電状態の炭素、
　（Ｃ）０～５質量％のバインダー、及び
　（Ｄ）任意に、固体電解質、
を含有し、
　パーセンテージが（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）の合計に基づくものである、請求項
４に記載の電極。
【請求項６】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の電極活物質の製造方法であって、以下の工程：
　（ａ）Ｎｉ、Ｃｏ及び任意にＭｎ及び任意にＭの水酸化物又は炭酸塩を共沈させること
により、粒子状前駆体を製造する工程と、
　（ｂ）前記粒子状前駆体をリチウムの源と混合する工程と、
　（ｃ）工程（ｂ）で得られた前記混合物をか焼する工程と
を含む、方法。
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